
４
月

令
和
６
年
（
2
0
2
4
）

№
2
3
0

４
月

令
和
６
年
（
2
0
2
4
）

№
2
3
0

３
月

2
3
日
　
精
華
小
学
校
閉
校
記
念
碑
除
幕
式
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 ご  入  学
お め で と う
 ご  入  学
お め で と う

みんなの
 ゆめは
なにかな！

葉
山
小
学
校

（令和６年３月22日現在）

岡村　優利
　　　　　　 くん

　
小
鳥
屋
さ
ん
に
な
り
た
い
な おかむら　   　ゆうり

山﨑　紅桜
　　　　　 ちゃん

　
美
容
師
さ
ん
に
な
り
た
い
な やまさき　　　いろは

大﨑　茉心璃
　　　　　　ちゃん

　
保
育
士
さ
ん
に
な
り
た
い
なおおさき　    ま　 し　ろ

片岡　芽郁
　　　　　 ちゃん

　
ア
イ
ド
ル
に
な
り
た
い
な

かたおか　  　め　い

鎌倉　安珠歩
　　　　　　ちゃん

　
美
容
師
さ
ん
に
な
り
た
い
な かまくら　  　あ　ず　ほ

高橋　大悟
　　　　　   くん

　
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
に
な
り
た
い
な

たかはし　     だいご

竹村　碧華
　　　　　　くん

　
警
察
官
に
な
り
た
い
な

たけむら　　 あおは

久保浦　大翔
　　　　　  　　くん

　
野
球
選
手
に
な
り
た
い
な

くぼうら　　  ひろと

久保浦　歓英
　　　　　　　　くん

　
車
の
絵
を
描
く
仕
事
が
し
た
い
な

くぼうら　　かんえい

鍋島　侑利
　　　　　  くん

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
に
な
り

た
い
な

なべしま　　  ゆうり

高橋　　渚
　　　　　   ちゃん

　
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
屋
さ
ん
に
な
り

た
い
な

たかはし　　　  なぎさ

松岡　奏向
　　　　　　くん

　
消
防
士
に
な
り
た
い
な

まつおか　　 かなた

大﨑　颯太
　　　　　　くん

　
野
球
選
手
に
な
り
た
い
な

おおさき　　  そうた

山本　唯加
　　　　　 ちゃん

　
パ
ン
屋
さ
ん
に
な
り
た
い
な   やまもと　　  ゆいか

片岡　虹斗
　　　　　　くん

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
に
な
り

た
い
な

かたおか　  　ななと

谷脇　　灯
　　　　　　 くん

　
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
る
仕
事
が
し
た
い
な

たにわき　　　　ともり
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大﨑　あき
　　　　　ちゃん

　
ア
イ
ド
ル
に
な
り
た
い
な

おおさき

久保浦　陽菜乃
　　　　　　　　ちゃん

　
美
容
師
さ
ん
に
な
り
た
い
なくぼうら　　   ひ　な　の

楠目　湧大
　　　　　　くん

　
野
球
選
手
に
な
り
た
い
な

くずめ　　　ゆうだい

山﨑　　遥
　　　　　　　くん

　
水
族
館
の
飼
育
員
さ
ん
に
な
り
た

い
な

やまさき　　　　よう

市川　誉稀
　　　　　　くん

　
ケ
ー
キ
屋
さ
ん
に
な
り
た
い
な

いちかわ　  　ほまれ

明神　壮祐磨
　　　　　  　　くん

　
ベ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
作
る
人
に
な
り

た
い
な

みょうじん　    そ   う   ま

戸田　壮亮
　　　　　  くん

　
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な
り
た
い
な

 と　だ　　　そうすけ

野村　幸来
　　　　　   ちゃん

　
警
察
官
に
な
り
た
い
な

のむら　　 　ゆきな

當山　煌來
　　　　　  くん

　
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な
り
た
い
な

とやま　　　 こうき

横山　千紗
　　　　　   ちゃん

　
保
育
園
の
先
生
に
な
り
た
い
な

よこやま　  　ち　さ

中
央
小
学
校

上岡　杏梨
　　　　　ちゃん

　
フ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
で
働
き
た
い
な

かみおか　　  あんり

高橋　武冬
　　　　　  くん

　
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
ト
リ
ガ
ー
の
マ
ナ

カ
ケ
ン
ゴ
に
な
り
た
い
な

たかはし　　  たけと

石川　　依
　　　　　　 くん

　
神
楽
（
大
蛮
）
を
舞
う
人
に
な
り

た
い
な

いしかわ　　　　より

大﨑　光莉
　　　　　ちゃん

　
警
察
官
に
な
り
た
い
な

おおさき　　　ひかり

下村　夢空
　　　　　ちゃん

　
保
育
園
の
先
生
に
な
り
た
い
な

しもむら　　  ゆ　ら

谷本　梨緒
　　　　　ちゃん

　
美
容
師
さ
ん
に
な
り
た
い
な たにもと　　  り　お
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　町内のこども園で卒園式、小学校で卒業式が行われました。保護者、先生が温かく見守る中、たく
さんの思い出と新たな希望を胸にそれぞれの道へ旅立っていきました。　（広報事務局）

中央小学校

葉山小学校

精華小学校

ご卒園・ご卒業

　　おめでとうございます！！

ご卒園・ご卒業

　　おめでとうございます！！

ご卒園・ご卒業

　　おめでとうございます！！



にじいろ園

さくらんぼ園
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地域おこし協力隊着任あいさつ

　３月から津野町地域おこし協力隊に着任しました猪俣美和と申しま

す。新潟県から来ました。今までは食や農業に携わる仕事をしておりまし

た。移住してまだ間もないですが、高知の気候や人の温かさに日々感動し

ているところです。

　協力隊の活動としては、町内の地域活動の支援を中心に行っていきま

す。まずは、津野町のこと地域の皆さんのことをたくさん知っていきたい

と思います。見かけたら声をかけていただけると嬉しいです！３年間ど

うぞよろしくお願いいたします。

いのまた み　わ
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あ
り
が
と
う
精
華
小
学
校

〜
　
閉
校
記
念
式
典
開
催
　
〜

あ
り
が
と
う
精
華
小
学
校

　
令
和
６
年
３
月
末
で
閉
校
す
る
精
華
小
学
校
で
３
月
23
日

︵
土
︶
閉
校
記
念
行
事
と
し
て
、
記
念
碑
除
幕
式
・
閉
校
記
念
式

典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲最後の披露となった白石太鼓の演奏

　
精
華
小
学
校
は
、
明
治
７
年

赤
木
船
野
で
教
育
が
始
ま
り
、

明
治
34
年
に
上
半
山
尋
常
小
学

校
に
、
昭
和
21
年
に
は
精
華
小

学
校
と
改
称
。
令
和
５
年
度
の

卒
業
生
８
人
を
含
め
５
，３
４
６

人
が
巣
立
っ
て
い
っ
た
精
華
小

学
校
は
、
150
年
の
歴
史
に
幕
を

下
ろ
し
ま
し
た
。

　
式
典
は
、
校
舎
前
に
建
て
ら

れ
た
閉
校
記
念
碑
の
除
幕
式
が

行
わ
れ
、
池
田
町
長
、
久
寿
教
育

長
、
大
野
校
長
、
堅
田
倫
史
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
、
下
元
文
男
実
行
委
員

長
、
そ
し
て
児
童
代
表
の
福
本

拓
人
く
ん
︵
３
月
時
点
６
年
生
︶

の
６
人
が
紐
を
引
き
、
記
念
碑

の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
体
育
館
で
閉
校
記

念
式
典
︵
精
華
小
学
校
閉
校
実

行
委
員
会
主
催
︶
が
開
催
さ
れ
、

児
童
や
保
護
者
、
ま
た
同
窓
生

や
歴
代
教
職
員
、
地
域
住
民
ら

が
出
席
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は

児
童
に
よ
る
白
石
太
鼓
の
演
奏

と
合
奏
が
披
露
さ
れ
、
参
加
者

全
員
が
校
歌
を
合
唱
し
た
後
、

下
元
閉
校
実
行
委
員
長
の
挨

拶
、
池
田
町
長
の
式
辞
に
続
き
、

大
野
校
長
か
ら
久
寿
教
育
長
に

校
旗
の
返
納
が
行
わ
れ
ま
し

た
。最
後
の
児
童
発
表
で
は
、
合

唱
と
共
に
感
謝
の
言
葉
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

　
式
典
後
は
、
思
い
出
を
語
る

会
が
開
催
さ
れ
、
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
を
楽
し
み
な
が
ら
精
華
小

学
校
で
過
ご
し
た
数
々
の
思
い

出
に
ひ
た
り
ま
し
た
。　

　
　
　
　
　 

︵ 

教
育
委
員
会 

︶

明
治
７
年

　
船
野
に
赤
木
尋
常
小
学
校
で
始

　
ま
る

明
治
10
年

　
杉
の
川
尋
常
小
学
校
と
な
る

明
治
34
年

　
赤
木
、
杉
の
川
両
校
合
併
し
上

　
半
山
尋
常
小
学
校
と
な
る

明
治
34
年
12
月

　
校
舎
新
築
、
高
等
科
を
併
設
し

　
精
華
尋
常
小
学
校
と
な
る

昭
和
21
年

　
精
華
小
学
校
と
改
称
す
る

昭
和
31
年

　
葉
山
村
立
精
華
小
学
校
と
改
称

　
す
る

平
成
22
年

　
津
野
町
立
白
石
小
学
校
と
統
合

令
和
６
年
３
月
31
日

　
閉
校
︵
４
月
か
ら
葉
山
小
学
校

　
　
　
　
と
統
合
︶

精
華
小
学
校
の
歩
み
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津
野
町
小
学
生
　
冬
の
訓
子
府
町
を
満
喫
！

　
　
　
〜
令
和
５
年
度
　
姉
妹
ま
ち
訓
子
府
町
と
の
小
学
生
交
換
留
学
事
業
〜

フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
高
知
に

　
　
　
　
　
　
キ
ッ
ズ
コ
ー
ス
が
オ
ー
プ
ン
！

　
こ
の
事
業
は
、
姉
妹
ま
ち
で

あ
る
北
海
道
訓
子
府
町
と
の
交

流
事
業
の
一
環
と
し
て
、
平
成

20
年
度
か
ら
町
内
の
小
学
６
年

生
を
対
象
と
し
て
行
っ
て
い
ま

す
。

　
夏
に
は
訓
子
府
町
か
ら
留
学

生
を
受
け
入
れ
て
お
り
、
今
回

は
津
野
町
か
ら
訓
子
府
町
へ
留

学
し
ま
し
た
。

　
留
学
は
、
２
月
３
日
︵
土
︶
か

ら
８
日
︵
木
︶
ま
で
の
５
泊
６
日

で
、
葉
山
小
６
年
の
西
内
乃
愛

さ
ん
、
林
丸
さ
ん
、
中
央
小
６
年

の
野
村
芽
愛
さ
ん
の
３
名
が
訓

子
府
町
へ
留
学
し
ま
し
た
。

　
訓
子
府
町
の
小
学
生
と
の
交

流
活
動
、
ス
ケ
ー
ト
授
業
、
そ
り

遊
び
、
網
走
視
察
、
訓
子
府
町
さ

む
さ
む
ま
つ
り
へ
の
参
加
な

ど
、
訓
子
府
町
の
子
ど
も
た
ち

と
の
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
訓

子
府
町
の
冬
を
楽
し
み
ま
し
た

　
　
　
　
　
　︵
教
育
委
員
会
︶
。

　﹁
フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン
チ

ャ
ー
・
高
知
﹂︵
津
野
町
芳
生
野

乙
︶
に
待
望
の 

キ
ッ
ズ
コ
ー
ス 

が
新
た
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
整
備
に
は
高
知
県
観
光
振

興
推
進
総
合
支
援
事
業
費
補
助

金
が
活
用
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
、
年

齢
や
身
長
制
限
な
ど
で
利
用
で

き
な
か
っ
た
﹁
身
長
90
㎝
以
上
・

小
学
３
年
生
以
下
﹂
の
お
子
さ

ま
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
お
友
達
を
誘
っ
て
、
大
自
然

の
中
で
思
い
っ
き
り
遊
ん
で
み

ま
せ
ん
か
？

　
営
業
日
や
営
業
時
間
、
利
用

料
金
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
左

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。　
　
　
　  

︵
観
光
推
進
課
︶

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
・

　
高
知

　
☎
０
８
０
‐
２
３
４
７
‐
３
３
１
８

く

ん

ね

っ

ぷ

の
　
あ

め
　
あ

ま
る

▲居武士小学校でのスケート授業
▲歓迎セレモニーのようす

▲スキー場でそり遊び ▲網走視察　流氷館にて

“

“

▲ホームページ

　はこちら

おろむし
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地
域
の
方
と
一
緒
に
豆
富
づ
く
り
体
験
＠
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
ふ
な
と

　
　
　
　
　
　
移
住
者
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
！

避
難
所
開
設
訓
練
の
実
施
　
〜
葉
山
中
学
校
〜

　
３
月
１
日
︵
金
︶
に
葉
山
中
学

校
２
年
生
︵
現
３
年
生
︶
に
よ
る

避
難
所
開
設
訓
練
が
、
同
校
体

育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
訓
練
は
、
生
徒
が
地
域

防
災
の
担
い
手
と
な
る
こ
と
を

目
的
に
行
わ
れ
、
津
野
町
の﹁
避

難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹂
を
基

に
、
生
徒
が
事
前
学
習
で
部
屋

の
配
置
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
避

難
者
へ
の
対
応
を
考
え
、
当
日

は
、
生
徒
自
ら
が
避
難
所
の
開

設
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。　

　
生
徒
ら
は
各
班
に
わ
か
れ
て

訓
練
に
挑
み
、
同
中
学
校
の
１

年
生
︵
現
２
年
生
︶
及
び
教
員
、

ま
た
地
域
住
民
の
方
が
高
齢
者

や
妊
婦
、
負
傷
者
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
ケ
ー
ス
の
避
難
者
と
し
て

参
加
し
ま
し
た
。訓
練
で
は
、
実

際
に
包
帯
な
ど
を
使
っ
た
負
傷

者
の
手
当
や
、
足
の
不
自
由
な

方
に
は
車
椅
子
を
用
意
す
る
な

ど
、
次
か
ら
次
へ
と
や
っ
て
く

る
避
難
者
に
悪
戦
苦
闘
し
つ
つ

も
臨
機
応
変
に
対
応
に
あ
た
っ

て
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
訓
練
に
は
、
下
元
啓

自
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
津
野

町
の
危
機
管
理
担
当
職
員
も
見

学
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
は
記
載
の
な
い
工
夫
な
ど

が
み
ら
れ
、
例
え
ば
、
避
難
所
内

の
各
ス
ペ
ー
ス
の
表
記
が
日
本

語
と
英
語
の
両
方
で
書
か
れ
て

お
り
、
海
外
の
方
の
避
難
者
に

対
す
る
細
や
か
な
気
づ
き
と
配

慮
が
う
か
が
え
、
頼
も
し
さ
を

感
じ
る
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

　
津
野
町
と
し
て
も
今
回
の
訓

練
に
よ
り
、
実
際
の
避
難
所
の

開
設
や
運
営
に
つ
い
て
新
た
な

課
題
も
見
え
て
き
た
た
め
訓
練

の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感
す
る

も
の
と
な
り
ま
し
た
。　

　
　︵
総
務
課
　
危
機
管
理
室
︶

▲避難者受付のようす

▲型に流し込んでいるようす

▲参加者集合写真 ▲型から豆富をとりはずしているようす

と
う
ふ

　
３
月
10
日
︵
日
︶
に
集
落
活
動

セ
ン
タ
ー
ふ
な
と
に
て
、
移
住

者
交
流
会
を
開
催
。

　
津
野
町
外
か
ら
移
住
し
て
５

年
以
内
の
方
及
び
そ
の
ご
家
族

を
対
象
と
し
て
参
加
者
を
募

り
、
８
組
19
名
の
方
に
ご
参
加

頂
き
ま
し
た
。

　
ま
ず
参
加
者
全
員
に
、
自
己

紹
介
を
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の

際
に
、
出
身
地
や
住
ん
で
い
る

地
域
、
津
野
町
の
好
き
な
と
こ

ろ
等
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
自
己
紹
介
で
お
互
い
の
理
解

を
深
め
た
後
は
、
豆
富
づ
く
り

体
験
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
大
豆

を
ミ
キ
サ
ー
で
す
り
つ
ぶ
す
と

こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
型
に
流
し

込
ん
で
固
め
る
作
業
ま
で
、
船

戸
地
区
の
移
住
サ
ポ
ー
タ
ー
さ

ん
に
雑
談
も
交
え
て
教
わ
り
な

が
ら
、
ま
た
参
加
者
同
士
も
教

え
合
い
、
助
け
合
う
な
ど
、
作
業

を
通
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た

　
体
験
の
あ
と
は
、
豆
富
を
作

っ
た
際
に
で
き
た
お
か
ら
を
利

用
し
た
お
か
ら
サ
ラ
ダ
や
、
で

き
立
て
の
豆
富
、
そ
の
他
船
戸

地
区
の
方
が
作
っ
て
く
れ
た
手

料
理
を
食
べ
な
が
ら
参
加
者
同

士
の
交
流
を
深
め
、
イ
ベ
ン
ト

は
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
、
小
さ
な
お
子
さ
ま
連

れ
の
ご
家
族
等
も
参
加
し
て
く

だ
さ
り
、
イ
ベ
ン
ト
の
終
盤
に

は
子
ど
も
同
士
も
仲
良
く
な

り
、
一
緒
に
食
事
を
す
る
微
笑

ま
し
い
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
津
野
町
に
移
住
し

て
き
た
方
同
士
や
、
移
住
し
て

き
た
方
と
地
域
の
人
々
が
繋
が

る
き
っ
か
け
づ
く
り
を
行
い
、

定
住
促
進
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

　
　
　︵
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
︶ 。
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学
力
向
上
対
策
室
よ
り

バ
レ
ー
リ
ー
グ
戦
の
全
日
程
終
了
！

令
和
６
年
度
ス
タ
ー
ト
！

　
い
よ
い
よ
４
月
、
新
年
度
が

始
ま
り
ま
し
た
。
４
月
と
い
え

ば
桜
の
季
節
。
各
小
中
学
校
は

８
日
︵
月
︶
が
入
学
式
・
始
業
式

で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
た
だ
今
、

春
休
み
中
で
す
が
、
一
人
ひ
と

り
が
新
学
期
を
楽
し
み
に
目
標

を
立
て
て
過
ご
し
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　
本
年
度
も
学
力
向
上
対
策
室

は
、
西
留
安
雄
先
生
に
室
長
と

な
っ
て
い
た
だ
き
﹁
津
野
町
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
﹂
を
更
に
進
化
さ

せ
る
た
め
、
授
業
改
善
・
授
業

改
革
、
問
題
解
決
型
学
習
に
取

り
組
み
ま
す
。ま
た
、
道
徳
教
育

や
外
国
語
教
育
、Ａ
Ｉ
や
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
情
報
教
育
も
各

学
校
の
先
生
方
と
協
力
し
て
推

進
さ
せ
て
い
き
ま
す
の
で
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

交
流
道
徳
授
業
を
し
ま
し
た

◎
中
中
交
流

　
２
月
14
日
︵
水
︶、
東
津
野
中

学
校
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
を
会
場
に

し
て
葉
山
中
学
校
と
東
津
野
中

学
校
１
年
生
︵
現
２
年
生
︶
の
交

流
道
徳
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

交
流
授
業
は
初
め
て
の
よ
う
で

し
た
が
、
授
業
前
の
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
交
流
で
２
校
の
生

徒
た
ち
は
す
ぐ
に
仲
良
く
な
り

ま
し
た
。

　
今
回
の
授
業
テ
ー
マ
は
﹁
自

他
の
権
利
と
法
の
遵
守
﹂
で
す
。

生
徒
の
身
近
に
あ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

正
し
く
使
っ
て
い
く
た
め
に
自

分
だ
け
で
な
く
相
手
と
の
違
い

を
し
っ
か
り
意
識
し
て
行
動
し

て
い
く
事
の
大
切
さ
に
つ
い
て

真
剣
に
考
え
、
意
見
を
出
し
合

い
ま
し
た
。　

　
い
つ
も
と
違
う
授
業
の
雰
囲

気
を
楽
し
ん
で
い
る
生
徒
の
姿

が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
、
周
り

の
先
生
方
も
優
し
い
眼
差
し
で

見
守
り
、
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
全
体

が
あ
た
た
か
い
空
気
に
包
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　︵
教
育
委
員
会
︶

津
野
っ
子
漢
字
検
定

　
　
１
級
合
格
お
め
で
と
う
！

︵
令
和
５
年
度
実
施
時
の
学
年
で
す
︶

葉
山
中
学
校

　
一
年
　
下
元
　
陽
菜
さ
ん

　
一
年
　
田
部
　
向
陽
さ
ん

　
一
年
　
久
保
浦
　
雪
菜
さ
ん

東
津
野
中
学
校

　
一
年
　
高
橋
　
優
太
さ
ん

　
一
年
　
川
田
　
凌
駕
さ
ん

　
二
年
　
稲
田
　
遥
日
さ
ん

ひ  

なゆ
き
な

ゆ
う
た

り
ょ
う
が

は
る
ひ

こ
う
よ
う

　
１
区
体
育
会
で
は
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
地
域
に
健
康
と
交

流
を
兼
ね
た
楽
し
み
の
場
を
作

ろ
う
と
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
ス

カ
ッ
シ
ュ
バ
レ
ー
の
二
種
目
の

リ
ー
グ
戦
を
行
っ
て
い
ま
す
。

年
間
を
通
じ
て
楽
し
む
た
め
に

二
ヶ
月
に
１
回
の
試
合
を
行

い
、
１
年
間
の
合
計
得
点
で
順

位
を
競
っ
て
い
ま
す
。
令
和
５

年
度
も
２
月
に
最
終
戦
を
行
い

全
日
程
が
終
了
し
ま
し
た
。

　
各
リ
ー
グ
戦
の
成
績
は
別
表

の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　︵
一
区
体
育
会
︶

■バレーボールリーグ

　主催：一区体育会バレー部

▲優勝「かずよっち」

▲優勝「葉山体育会」

■スカッシュバレーリーグ

　主催：一区体育会スカッシュバレー部
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受
け
取
り
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
　
　
地
域
応
援
商
品
券

　
津
野
町
地
域
応
援
商
品
券
は
、
対
象
者

︵
令
和
５
年
12
月
１
日
時
点
で
津
野
町
に

住
民
登
録
の
あ
る
方
︶
の
世
帯
主
宛
て
に

ゆ
う
パ
ッ
ク
で
お
届
け
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
長
期
不
在
な
ど
の
理
由
で
受

け
取
り
が
で
き
て
い
な
い
方
の
商
品
券

は
、役
場
で
保
管
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
商
品
券
に
は
使
用
期
限
が
あ
り

ま
す
の
で
、
登
録
さ
れ
た
町
内
の
店
舗
等

で
期
限
内
に
忘
れ
ず
に
お
使
い
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
商
品
券
を
使
え
る
店
舗
等
は
随

時
更
新
し
て
い
ま
す
の
で
、
津
野
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
商
品
券
の
受
け
取
り
を
さ
れ
て
い
な
い

方
や
商
品
券
に
つ
い
て
ご
不
明
な
点
は
、

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
55
‐
２
３
１
１

　
地
域
応
援
商
品
券
の
取
扱
店
舗

は
、
引
き
続
き
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
応
募
資
格
は
、
津
野
町
内
に
店
舗

や
事
業
所
等
を
有
す
る
事
業
者
と
な

っ
て
い
ま
す
。
取
扱
店
舗
の
申
し
込

み
に
つ
い
て
は
、
津
野
町
商
工
会
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

︻
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
津
野
町
商
工
会

　
　
　
　
︵
津
野
町
永
野
４
７
９
︶

　
　
　
　
　
　
　
☎
55
‐
２
０
３
４

　
受
付
時
間

　
平
日
　
９
時
〜
17
時

見本

児童扶養手当額・特別児童扶養手当額等が変わります

　令和６年４月より児童扶養手当・特別児童扶養手当等について、手当額が以下

のとおり変更になります。（令和５年平均の【全国消費者物価指数】を基にした結果）

【お問い合わせ先】

　児童扶養手当　　　町民課　☎55 - 2314

　特別児童扶養手当、特別障害者手当及び障害児福祉手当

　　　　　　　　　　健康福祉課　☎55 - 2151

【お問い合わせ先】

　児童扶養手当　　　町民課　☎

　特別児童扶養手当、特別障害者手当及び障害児福祉手当

　　　　　　　　　　健康福祉課　☎



　
昨
年
﹁
津
野
町
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
﹂を
宣
言
し
、
２
０
５

０
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
の

実
質
排
出
量
を
ゼ
ロ
と
す
る
目

標
を
掲
げ
ま
し
た
。

　
こ
の
目
標
に
向
け
た
取
り
組

み
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
太
陽
光

発
電
・
蓄
電
池
等
を
専
用
住
宅

に
整
備
す
る
方
へ
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

︵
注
︶事
前
の
申
請
が
必
要
で
す

︵
注
︶太
陽
光
発
電
設
備
の
み
の

　
　
場
合
は
補
助
対
象
外
で
す

︹
補
助
金
額
︺

太
陽
光
発
電
設
備

　
１
KW
あ
た
り
５
万
円

　
上
限…

５
KW

25
万
円

蓄
電
池
設
備

　
１
KW
あ
た
り
５
万
円

　
上
限…

KW

50
万
円

　
　
　

　
補
助
要
件
等
の
詳
細
は
、
左

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
電
話
等
で
の
勧
誘
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
導
入
の
際
は
、
ご

家
族
等
で
お
話
し
合
い
く
だ
さ

い
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
産
業
課
　
☎
55‐

２
０
２
１
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若
者
定
住
促
進
住
宅
取
得

奨
励
金
の
ご
案
内

太
陽
光
発
電
・
蓄
電
池
設
備
等

　
　
　
　
　
整
備
へ
の
補
助
金

Ｕ
タ
ー
ン
も
対
象
で
す
！

津
野
町
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン

引
越
し
支
援
事
業
費
補
助
金

　
④
中
古
住
宅

物
件
購
入
費

　
　
の
50
％
以
内
か
つ
上
限
50

　
　
万
円
以
内

︻
申
請
の
時
期
︼

　
　
建
築
・
売
買
契
約
締
結
の

　
日
か
ら
起
算
し
て
２
ヶ
月
以

　
内
に
必
ず
お
申
し
込
み
く
だ

　
さ
い
。

　
津
野
町
へ
の
移
住
定
住
の
促

進
を
図
る
た
め
、
移
住
者
が
引

越
し
の
た
め
に
要
し
た
費
用
に

対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

︻
対
象
者
︼

　
県
外
か
ら
の
移
住
者
︵
高
知

県
外
に
１
年
以
上
居
住
し
て
い

た
者
︶で
あ
っ
て
、
定
住
の
意
思

を
も
っ
て
津
野
町
に
転
入
し
た

者
。

︻
交
付
要
件
︼

・
引
越
し
の
完
了
日
ま
た
は
本

町
へ
の
転
入
日
の
い
ず
れ
か
遅

い
日
か
ら
３
か
月
以
内
で
あ
る

こ
と
。

・
住
民
票
の
異
動
が
完
了
し
て

い
な
い
場
合
は
、
速
や
か
に
本

町
へ
の
転
入
の
手
続
き
を
行
な

う
こ
と
。

︻
対
象
︼

　
自
ら
が
定
住
す
る
目
的
で
新

築
・
増
築
、
も
し
く
は
中
古
物

件
の
購
入
を
行
う
45
歳
以
下
の

者
。①

新
築
住
宅

一
戸
建
て
住

　
　
宅
ま
た
は
併
用
住
宅
で
、

　
　
居
住
用
部
分
の
面
積
が
70

　
　
㎡
以
上
の
新
築
住
宅
。

　
②
増
築
住
宅

複
数
世
代
と

　
　
の
同
居
を
目
的
と
し
た
居

　
　
室
を
建
設
す
る
も
の
で
、

　
　
居
住
用
部
分
の
面
積
が
30

　
　
㎡
以
上
80
㎡
未
満
の
住

　
③
大
規
模
増
築
住
宅

増
築

　
　
住
宅
の
居
住
用
部
分
の
面

　
　
積
が
80
㎡
以
上
の
住
宅
。

　
　
た
だ
し
、
浴
室
、
ト
イ
レ
、

　
　
台
所
の
う
ち
い
ず
れ
か
２

　
　
つ
を
有
す
る
こ
と
。

　
④
中
古
住
宅

住
宅
建
築
工

　
　
事
完
了
の
日
か
ら
起
算
し

　
　
て
１
年
を
超
え
て
い
る
住

　
　
宅
、
ま
た
は
既
に
人
が
居

　
　
住
し
て
い
た
住
宅
。

︻
奨
励
金
の
額
︼

　
①
新
築
住
宅

100
万
円
　

　
②
増
築
住
宅

30
万
円
　

　
③
大
規
模
増
築
住
宅

100
万

　
　
円

宅
。

・
５
年
間
は
津
野
町
に
居
住
す

る
見
込
み
の
あ
る
こ
と
。

︻
補
助
対
象
経
費
︼

　
引
越
し
事
業
者
等
に
依
頼
し

て
行
う
、
県
外
か
ら
町
内
へ
の

引
越
し
の
荷
物
運
搬
に
要
す
る

経
費
。

※

次
の
も
の
は
対
象
外

・
不
用
品
の
処
分
費

・
自
ら
も
し
く
は
親
族
や
友
人

に
依
頼
し
て
荷
物
の
運
搬
を
行

っ
た
場
合

・
他
の
補
助
金
の
対
象
と
な
る

経
費

︻
補
助
率
・
補
助
額
︼

・
補
助
率
　
２
分
の
１

・
補
助
金
上
限
額
　
10
万
円

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
　

　
　
　
　
　

☎
55‐

２
３
１
１

。

(

一
社)

日
本
森
林
林
業
振
興
会

か
ら
助
成
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　
こ
の
た
び
﹁︵
一
社
︶
日
本
森

林
林
業
振
興
会
高
知
支
部
﹂
よ

り
、
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー﹁
奥
四

万
十
の
郷
﹂の
活
動
に
対
し
、
助

成
金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
助
成
は
、
森
林
・
林
業

の
振
興
に
寄
与
す
る
団
体
に
対

し
行
わ
れ
る
も
の
で
、
同
セ
ン

タ
ー
の
間
近
に
位
置
す
る
、
不

入
渓
谷
沿
い
の
眺
望
の
良
い
広

場
に
﹁
癒
し
と
安
ら
ぎ
の
場
﹂
の

提
供
を
目
的
と
し
て
、
春
に
は

新
緑
、
秋
に
は
紅
葉
と
、
四
季

折
々
の
景
色
を
散
策
者
の
方
が

た
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
の
思
い
か
ら
、
木
製
の
テ
ー

ブ
ル
と
ベ
ン
チ
を
購
入
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
の
益
々
の
ご
活

躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
︵
産
業
課
︶

10
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津
野
町
子
育
て
応
援
金
制
度
の

　
　
　
　
ご
案
内

　
津
野
町
の
子
育
て
家
庭
を
対

象
に
、
魅
力
あ
る
、
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
応
援
金

を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

︻
支
給
対
象
者
︼

１
．
子
を
出
産
し
た
者
ま
た
は

  

保
護
者
で
、
出
産
の
日
の
３

  

か
月
前
か
ら
津
野
町
に
住

  

所
を
有
し
、
引
き
続
き
津
野

  

町
に
住
所
を
有
す
る
見
込

  

み
の
あ
る
方

２
．
小
中
学
校
に
入
学
す
る
日

  

に
お
い
て
、
児
童
・
生
徒
並

  

び
に
保
護
者
が
津
野
町
に

  

住
所
を
有
す
る
方

︻
応
援
金
の
支
給
額
︼

︿
出
生
時
﹀

　
第
１
子
　
　
　
５
万
円

　
第
２
子
　
　
　
10
万
円

　
第
３
子
以
降
　
30
万
円

︿
入
学
時
﹀

　
小
学
校
　
３
万
円

　
中
学
校
　
５
万
円

︻
申
請
書
提
出
先
︼

　
役
場
窓
口
︵
通
帳
及
び
印
鑑

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
︶

︻
申
請
期
日
︼

︿
出
生
時
﹀

　
出
産
日
〜
３
か
月
以
内

︿
小
中
学
校
入
学
時
﹀

　
４
月
１
日
〜
３
か
月
以
内

︻
注
意
事
項
︼
次
の
場
合
は
受

　
給
資
格
が
あ
り
ま
せ
ん
。

①
申
請
期
日
内
︵
３
か
月
以
内
︶

　
に
申
請
し
な
か
っ
た
と
き
。

②
当
該
世
帯
に
町
税
又
は
使
用

　
料
、
手
数
料
、
分
担
金
等
、
町

　
に
納
入
す
べ
き
も
の
や
町
に

　
対
す
る
債
務
に
滞
納
が
あ
る

　
と
き
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
町
民
課
　

☎
55
‐
２
３
１
４

産前産後期間の国民健康保険税の減免制度について

　国民健康保険被保険者が出産をする際に産前産後期間の国民健康保険税を減免する制度が創設され
ました。対象となる場合は、町民課へ届け出をしてください。

対象者

届出期間

届出方法

減免対象期間

・出産予定の国民健康保険被保険者

・妊娠 85 日以上の出産（早産・流産・死産・人工妊娠中絶を含む）

出産予定日 ( 出産日 ) の前月 ( 多胎妊娠の場合は 3 か月前 ) から翌々月までの期間

出産予定日の 6 か月前から

次のものを持参のうえ、町民課の窓口までお越しください。

1　母子健康手帳など出産（予定）日のわかるもの

2　世帯主及び出産被保険者のマイナンバーのわかるもの

3　届出人の本人確認書類（運転免許証、保険証、マイナンバーカード等）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　【お問い合わせ先】　町民課　　☎55 - 2314

▼

▼
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狂犬病予防注射について

は、

注意
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後期高齢者健康診査を受けましょう9,000円相当
が無料！

　健康診査を受診して生活習慣病等を早期発見し、病気の重症化を予防しましょう。健診日や

受診方法等についてはお問い合わせください。

●　対象者　

　　高知県後期高齢者医療に加入している方　※ただし、次に該当される方は対象外です。

　　・病院又は診療所に６か月以上継続して入院している方　・介護施設等に入所中の方

　　・同じ年度内に特定健康診査や職場での健康診査を既に受診している方

●　受診期間　

　　受診券発行後〜令和７年３月 31 日

●　受診方法　

　　①次の条件に当てはまる方には、事前に受診券を送付します。

　　　・生活習慣病で通院されていない方

　　　・昭和 22 年４月１日〜昭和 23 年３月 31 日生まれの方（今年度 77 歳になる方）

　　　・昭和 23 年４月１日〜昭和 24 年３月 31 日生まれの方（今年度 76 歳になる方）

　　　・令和５年度に後期高齢者健康診査を受診した方

　　②郵送で受診券が届きます。「受診券」「問診票」等のセットです。

　　※町の総合健診に申し込みをしている方には、健診実施日の１〜２週間前に受診券を送

　　　付します。

　　　病院等で健診を受ける方は、事前に受診先へ健診の申し込みをしてください。

　　③健診当日は、被保険者証・受診券・問診票を持っていきましょう。

●　自己負担

　　無料（年１回）  ※２回目以降は、自己負担となりますのでご注意ください。

●　健診内容

　　①問診　②診察　③身体測定　④血圧測定　⑤肝機能検査　⑥血中脂質検査　

　　⑦血糖検査　⑧尿検査　⑨腎機能検査　　⑩代謝系検査

　　　　　　　　　　　　　　　　【お問い合わせ先】　

　　　　　　　　　　　　　　　　　健診の受診券等について　：　　町民課　☎55 - 2314

　　　　　　　　　　　　　　　　　健診の内容・日程について：健康福祉課　☎55 - 2151

健
康
手
帳
の
交
付
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
度
中
︵
令
和
６
年

４
月
〜
翌
年
３
月
︶
に
40
歳
を

む
か
え
ら
れ
る
方
に
健
康
手
帳

を
お
渡
し
し
ま
す
。

　
健
康
手
帳
は
、
健
康
増
進
法

に
基
づ
き
作
ら
れ
た
も
の
で
、

特
定
健
診
や
検
診
︵
各
種
が
ん
・

歯
・
骨
粗
し
ょ
う
症
・
肝
炎
ウ

ィ
ル
ス
︶の
結
果
、血
圧
・
身
長
・

体
重
の
測
定
結
果
、
医
療
の
記

録
な
ど
が
お
よ
そ
５
年
分
記
載

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

経
年
的
な
健
康
状
態
を
記
録
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
40
歳
に

な
る
と
、
保
険
者
に
よ
る
特
定

健
診
お
よ
び
特
定
保
健
指
導
、

各
種
が
ん
検
診
の
受
診
が
推
奨

さ
れ
ま
す
。ぜ
ひ
、
日
々
の
健
康

管
理
に
健
康
手
帳
を
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

　
健
康
手
帳
は
、
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
里
楽
、
津
野
町
役
場
本

庁
舎
、
津
野
町
役
場
西
庁
舎
に

あ
り
ま
す
。

お
気
軽
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
健
康
福
祉
課︵
里
楽
︶

　
　
　
　
　 

☎
55
‐
２
１
５
１ 。
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令和６年度津野町福祉タクシー・バス利用事業のお知らせ

　津野町では、高齢者・障がい者・障がい児の通院や買い物等の移動手段として、タクシーと

バスの料金の助成を行っています。（有効期間：令和 6 年 4 月 1 日〜令和 7 年 3 月 31 日まで）

津野町に住所があり、下記のいずれかに該当

する方

 ・満年齢 80 歳以上の方

 ・身体障害者手帳（１、２、３級）をお持ちの方

 ・療育手帳（障害程度Ａ）をお持ちの方

 ・精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方

●対象者

100 円 × 最大 170 枚（17,000 円）

　　　前年度より 2,600 円増額！

　 （１回の乗車で何枚でも利用できます）

 ・過去に一度も申請をした事がなく、年度途

　中から新規で申請される場合は、申請月か

　ら３月までの月数分の利用券となります

　例：７月新規申請→７〜３月の９か月分

●助成内容

場所：本庁、西庁、里楽のいずれかの窓口

持ってくるもの：本人確認書類（マイナンバ

ーカード、運転免許証、健康保険証など）

※各種手帳をお持ちの方は、手帳も一緒にご

　持参ください

※手続きは代理人でも構いませんが、その場

　合は代理人の本人確認書類を必ずお持ちく

　ださい

●申請手続きについて

［町　内］葉山ハイヤー・新田ハイヤー・

　　　　介護タクシーつのやま

［須崎市］須崎しんじょうハイヤー・

　　　　ポッポ介護タクシー・横浪交通

［梼原町］くるめハイヤー・四万川交通ハイヤ

　　　　 ー・ゆすはら介護タクシー

［土佐市］土佐介護タクシー

●利用できるタクシー業者

 ・本人以外は利用できません

 ・再交付はできません

 ・お釣りはでません

 ・令和５年度分のタクシー・バス利用券が手

　元にある方は、役場の各窓口までご返却く

　ださい

 ・80 歳になって新規申請をされる場合は、誕

　生日の翌日以降に手続きしてください

●注意事項

 ・つのバス（東地区、西地区）

 ・高知高陵交通

●利用できるバス業者

 介護福祉課　☎62 - 2313

【お問い合わせ先】

﹃
津
野
町
ふ
れ
あ
い
特
産
市
﹄

　
　
　
　
出
店
者
大
募
集
‼

　﹁
第
20
回
津
野
町
ふ
れ
あ
い

特
産
市
﹂
へ
の
出
店
者
を
募
集

し
ま
す
。
津
野
町
の
春
の
イ
ベ

ン
ト
を
一
緒
に
盛
り
上
げ
ま
せ

ん
か
。

︻
開
催
日
時
・
場
所
︼

　
令
和
６
年
５
月
26
日︵
日
︶

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
津
野
町
か
わ
う
そ
自
然
公
園︵
予
定
︶

︻
申
し
込
み
方
法
︼

　
商
工
会
本
所
、
支
所
に
あ
る

　
申
し
込
み
用
紙
に
記
入

︻
申
し
込
み
先
︼

　
津
野
町
商
工
会
本
所
、支
所

︻
申
し
込
み
締
切
︼

　
令
和
６
年
４
月
25
日︵
木
︶

︻
出
店
要
件
︼

　
町
内
事
業
者
ま
た
は
町
民
の

方
で
、
津
野
町
特
産
品
を
使
用

し
た
商
品
を
出
品
で
き
る
方
、

津
野
町
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る

方

※

食
品
等
の
取
り
扱
い
を
行
う

場
合
、
内
容
に
よ
っ
て
は
食
品

衛
生
法
の
規
定
に
よ
り
、
お
断

り
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
津
野
町
ふ
れ
あ
い
特
産
市

　
実
行
委
員
会︵
商
工
会
︶

　
　
　
　
　 

☎
55
‐
２
０
３
４
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65
歳
以
上
の
皆
さ
ま
へ

　
介
護
保
険
料
が
決
ま
り
ま
し
た

　
介
護
保
険
料
は
市
町
村

ご
と
に
異
な
り
、
３
年
ご
と

に
見
直
さ
れ
ま
す
。
今
回
、

津
野
町
は
令
和
６
〜
８
年

度
の
保
険
料
を
左
の
表
の

と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

　
基
準
額
は
前
回
と
同
額

の
月
額
４
，４
５
０
円︵
年
額

５
３
，４
０
０
円
︶で
県
下
で

最
も
低
い
保
険
料
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
保
険
料
段
階
に
つ
い
て

は
、
介
護
保
険
制
度
の
持
続

可
能
性
を
確
保

す
る
観
点
か
ら
、

高
所
得
者
層
の

負
担
割
合
を
引
き
上
げ
、
能

力
に
応
じ
た
負
担
に
す
る

こ
と
に
よ
り
、
低
所
得
者
層

の
負
担
を
低
く
抑
え
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ま
で
の
標
準
９
段
階
か

ら
13
段
階
へ
全
国
的
に
変

更
さ
れ
ま
し
た
。

　
津
野
町
の
高
齢
者
の
方

が
た
は
、
65
歳
を
超
え
ら
れ

て
も
元
気
に
活
躍
さ
れ
て

い
る
方
が
多
く
、
介
護
認
定

率
が
他
市
町
村
に
比
べ
低

く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の

費
用
が
抑
え
ら
れ
、
保
険
料

の
上
昇
の
抑
制
に
繋
が
っ

て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
に
は
、
こ
れ
か
ら

も
健
康
的
な
生
活
が
送
れ

る
よ
う
、
介
護
予
防
や
健
康

増
進
の
取
り
組
み
を
お
願

い
し
ま
す
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
介
護
福
祉
課

　
　
　  

☎
62‐

２
３
１
３

可
能
性
を
確
保

す
る
観
点
か
ら
、

高
所
得
者
層
の

※第1～3段階は公費により減額されています。

家族介護用品支給事業について

　津野町では、要介護 4 または要介護 5 に認定された在宅高齢者と、介護をしているご家族

を対象に、介護用品を支給する事業を行なっています。

　対象となる場合は、ケアマネージャーと相談のうえ、必要に応じて介護用品の支給を受け

られます。

●支給対象者条件　下記条件①〜④をすべて満たす方

①要介護 4 または要介護 5 に認定されている

②在宅で生活している (※病院や施設は対象外です )

③要介護者、介護者ともに津野町内に住所がある

④要介護者世帯、介護者世帯ともに町民税非課税世帯である

●対象者には、月額 6,250 円（消費税含む）を限度に介護用品の支給を行います。

※月額 6,250 円に満たない場合、差額を次の月に繰り越すことができます。

●支給対象用品

① 紙おむつ　② 尿とりパット　③使い捨て手袋　④清拭剤

⑤ その他町長が介護用品と認めるもの

不明な点がありましたら、ケアマネージャーまたは下記連絡先までご相談ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  【お問い合わせ先】　介護福祉課　☎62‐2313
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高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種の対象者が変わります！

　令和 6 年 3 月末までは、65 歳、70 歳、75 歳、80 歳、85 歳、90 歳、95 歳、100 歳となる方が対

象でしたが、令和 6 年度より対象者が次のとおり変更になります。

（１）65 歳の者

（２）60 歳以上 65 歳未満で、心臓、腎臓、呼吸器の機能又はヒト免疫不全ウイルスによる免

　　　疫の機能に障害（身体障害者手帳 1 級を交付されている又はそれに相当する障害の程

　　　度）を有する者

※過去に高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種を受けていない場合に限る

　球菌性肺炎の予防や発症時の重症化予防のためにできることのひとつに予防接種があり、

対象者の方は定期接種制度で、公費助成が受けられます。

【助成対象期間】

65 歳になる誕生日前日～ 66 歳になる誕生日前日まで

【接種の手順】

　・誕生月の１か月前に予診票を対象者へ郵送でお送りいたします。

　　　（4 月生まれの方は 4 月上旬の発送になります）

　　※4 月 2 日以降に転入された方は、総合保健福祉センター里楽、

　　　役場本庁窓口または役場西庁窓口で、交付申請が必要です。

【自己負担額】

・課税・非課税世帯…2,000 円をご負担ください。（助成額 6,662 円）

・生活保護世帯…接種費用は全額町が助成します。（助成額 8,662 円）

　　（接種前に総合保健福祉センター里楽または役場西庁窓口で、自己負担免除証明書の交付

　　 申請をしてください）

　上記対象者（２）に該当する方で接種を希望される場合は、下記までご連絡ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【お問い合わせ先】　健康福祉課　☎55 - 2151

風
し
ん
抗
体
検
査
お
よ
び

予
防
接
種
に
つ
い
て

　
津
野
町
で
は
、
風
し
ん
の
発

生
と
ま
ん
延
の
予
防
の
た
め
、

過
去
に
風
し
ん
の
定
期
予
防
接

種
の
機
会
が
な
か
っ
た
、
昭
和

37
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
54
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
を
対

象
と
し
て
、
令
和
７
年
２
月
ま

で
無
料
で
抗
体
検
査
お
よ
び
予

防
接
種
を
実
施
し
て
お
り
ま
す

　
風
し
ん
は
成
人
が
か
か
る
と

症
状
が
重
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
妊
娠
初
期
の
妊
婦

さ
ん
に
感
染
さ
せ
て
し
ま
う

と
、
赤
ち
ゃ
ん
に
白
内
障
や
緑

内
障
、
先
天
性
心
疾
患
、
難
聴
が

引
き
起
こ
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。︵
先
天
性
風
し
ん
症
候

群
︶

　
抗
体
検
査
を
未
受
診
の
方

︵
令
和
６
年
１
月
末
現
在
︶
へ
は

３
月
末
に
ご
案
内
を
お
送
り
し

て
お
り
ま
す
。

　
ご
自
身
と
、
こ
れ
か
ら
生
ま

れ
て
く
る
世
代
の
子
ど
も
を
守

る
た
め
に
も
抗
体
検
査
、
予
防

接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
健
康
福
祉
課
　
　
　

　
　
　
　
　
☎
55
‐
２
１
５
１
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令和６年度総合健診・女性がん検診のお知らせ

　令和６年度総合健診・女性がん検診を下記のとおり実施いたします。

　健（検）診は 1 年に一度、ご自身の生活を振り返る機会として、また自分では気づきにくい体の不調や病気

の早期発見として利用できますので、ぜひご自身のためにも受診をお願いします。

　４月中旬より地区の健康づくり推進委員さんを通じて、世帯ごとに健診希望調査票を配布します。１人１

枚健診希望申込書を同封していますので、世帯全員分の記入をし、健康づくり推進委員さんまたは、役場窓

口へ提出をお願いします。この希望調査をもとに、健診の１〜２週間前を目途に受診票等をお送りします。

※1. 受付時間は個別に指定し、受診票に記載してご案内いたします。

※2. 診察数の関係により対象地区を指定していますが、都合の良い日に受診していただくこともできます。

※3. 今年度は子宮頸がんと乳がんが同日になっております。

※詳細は、健診希望調査に同封している「令和６年度健（検）診のお知らせ」をご覧ください。

【健(検)診の申し込みについて】

【健診日程】

〜

〜

〜

〜

〜

〜
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集団検診でも、

これまでどおりやりゆうきね！

※詳細は、健診希望調査に同封している桃色の「特定健診などの血液検査」「がん検診」をご覧ください。【総合健診・女性がん検診】

【胃がん検診について】

※1. 令和 6 年度中に 70 歳以上となる方は、上記自己負担金が無料となります。

※2. 女性がん検診について…奇数年齢の方は実費で検診を受けることができます。

　　子宮頸がん検診：4,400 円、乳がん検診：4,950 円（40 歳代）、4,400 円（50 歳以上）

　津野町では平成 31 年度より、医療機関で受ける胃内視鏡検診を実施しています。集団検診での『胃部エッ

クス線検査』または、医療機関で個別受診する『胃内視鏡検診』のどちらかを選択し、定期的に胃がん検診を

受診しましょう。なお、胃内視鏡健診と胃部エックス線検診は対象年齢、検診回数等が異なりますのでご注

意ください。

※注意事項※

●健康福祉課へ申し込まずに、直接医療機関で受診された場合や期間外で受診票を使用された場合は、町の

　検診扱いにはならず全額自己負担となります。

●町の受診票を使用して行う胃内視鏡検診は 2 年に 1 回です。令和 6 年度に胃内視鏡検診を受診された方

　は、翌年度は胃部 X 線検診・胃内視鏡検診のいずれも受診できません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【お問い合わせ先】　健康福祉課　☎55 - 2151

くだ
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子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

︵
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
︶
の
接
種

に
つ
い
て

　
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
は
子
宮
頸
が
ん

の
原
因
と
な
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
感
染
症
を
防

ぐ
も
の
で
、
子
宮
頸
が
ん
を
直
接
予

防
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ワ

ク
チ
ン
を
接
種
し
て
も
、
す
べ
て
の

Ｈ
Ｐ
Ｖ
感
染
症
を
予
防
で
き
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
定
期
的
な

子
宮
頸
が
ん
検
診
も
必
要
で
す
。

◎
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の

　
　
　
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種

　
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
積
極
的
な
勧

奨
の
差
し
控
え
に
よ
り
接
種
機
会
を

逃
し
た
方
に
対
し
て
公
平
な
接
種
機

会
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
時
限
的

に
、
従
来
の
定
期
接
種
の
対
象
年
齢

を
超
え
て
無
料
で
接
種
を
行
う
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
、
新
た
に
対
象
と
な

っ
た
方
へ
は
個
別
に
通
知
を
送
付
い

た
し
ま
す
。

※

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
で
、
予
診

票
を
お
持
ち
で
な
い
場
合
は
、
健
康

福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
健
康
福
祉
課
　
☎
55
‐
２
１
５
１

　
津
野
町
で
は
、
骨
髄
バ
ン
ク

の
ド
ナ
ー
登
録
促
進
と
骨
髄
提

供
者
の
負
担
軽
減
を
目
的
と
し

た
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

︻
対
象
者
︼

・
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

・
公
益
財
団
法
人
日
本
骨
髄
バ

ン
ク
が
実
施
す
る
骨
髄
バ
ン
ク

事
業
に
お
い
て
骨
髄
等
の
提
供

を
完
了
し
た
方
　
　
　

︻
補
助
基
準
額
︼

　
骨
髄
提
供
時
に
要
し
た
、
通

院
ま
た
は
入
院
の
日
数
に
２
万

円
を
乗
じ
た
額
。︵
た
だ
し
、
１

回
の
提
供
に
要
す
る
日
数
の
上

限
は
７
日
間
︶

骨
髄
ド
ナ
ー
助
成
制
度

※

補
助
金
の
交
付
に
つ
き
ま
し

て
は
条
件
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で

申
請
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ま

ず
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
健
康
福
祉
課

　
　
　
　
　
☎
55‐

２
１
５
１

﹃
住
所
が
変
わ
っ
た
﹄

﹃
名
字
が
変
わ
っ
た
﹄

　
こ
ん
な
時
は
変
更
の
届
出
が

必
要
で
す
。

　
手
帳
に
書
か
れ
た
住
所
ま
た

は
氏
名
が
現
在
の
も
の
と
違
う

と
き
は
、
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

　※

住
所
地
特
例
が
適
用
さ
れ

る
介
護
保
険
施
設
へ
の
転
入
、

転
出
は
届
出
は
不
要
で
す
。

お
持
ち
の
障
害
者
手
帳
の
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す

〇
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
障
害
者
手
帳

〇
受
付
場
所

・
総
合
保
険
福
祉
セ
ン
タ
ー
里
楽

・
津
野
町
役
場
西
庁
舎
窓
口

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
健
康
福
祉
課

　
　
　
　
　
☎
55‐

２
１
５
１ 。
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国
民
健
康
保
険
税
の

　
　
統
一
化
に
つ
い
て

　
国
民
健
康
保
険
税
は
、
各
市

町
村
単
位
で
医
療
費
に
対
し
、

所
得
や
世
帯
数
・
被
保
険
者
数

に
応
じ
、
課
税
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
人
口
減
少
等
に
よ
り
被
保

険
者
数
が
減
り
、
小
規
模
自
治

体
で
は
保
険
税
負
担
が
大
き
く

な
っ
て
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ

ま
す
。

　
そ
こ
で
高
知
県
と
し
て
は
、

県
全
体
で
支
え
合
う
仕
組
み
へ

と
変
え
て
い
く
た
め
、
令
和
12

年
度
に
﹁
県
内
の
ど
の
市
町
村

に
住
ん
で
い
て
も
同
じ
所
得
・

同
じ
世
帯
構
成
で
あ
れ
ば
同
じ

保
険
税
﹂と
す
る
、
県
内
保
険
税

の
統
一
化
を
目
指
す
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
以
降

　
　
　
　
　
　
津
野
町
の
方
針

　
令
和
５
年
11
月
24
日
に
行
わ

れ
た
津
野
町
国
民
健
康
保
険
運

営
協
議
会
に
て
、
津
野
町
は
県

内
保
険
税
統
一
に
向
け
、
令
和

６
年
度
か
ら
令
和
11
年
度
に
設

け
ら
れ
た
経
過
措
置
期
間
に
お

い
て
、
令
和
８
年
度
ま
で
現
在

の
保
険
税
率
を
据
置
す
る
こ
と

で
決
定
し
ま
し
た
。
な
お
令
和

国
民
年
金
保
険
料

学
生
納
付
特
例
制
度
の

　
　
　
　
　
　
ご
案
内

　
国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
で

あ
れ
ば
、
学
生
も
加
入
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
学
生
の
方
は
一
般

的
に
所
得
が
少
な
い
た
め
、
ご

本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
る
﹁
学
生
納
付

特
例
制
度
﹂が
あ
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
方
は
、
学
校
教

育
法
に
規
定
す
る
大
学
︵
大
学

院
︶、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高

等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
及
び

各
種
学
校
︵
修
業
年
限
一
年
以

上
で
あ
る
課
程
︶
に
在
学
す
る

学
生
等
で
、
ご
本
人
の
前
年
所

受
講
者
募
集

﹁
要
約
筆
記
者
養
成
講
座
﹂

　
要
約
筆
記
者
養
成
講
座
の
受

講
者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
要
項
　
　
　
　

︻
参
加
料
︼

４
，０
０
０
円︵
テ
キ
ス
ト
代
︶

※

他
実
費
と
し
て
１
，
０
０
０

円
程
度
、
必
要
な
場
合
が
あ
り

ま
す
。

︻
対
象
者
︼
18
歳
以
上
の
方

　
　
　
　
　︵
高
校
生
を
除
く
︶

︻
コ
ー
ス
︼
手
書
き
・
パ
ソ
コ
ン

︻
期
間
︼
５
月
11
日(

土)

〜
　

12
月
21
日(

土) (

全
28
回
︶

８
年
度
に
は
、
令
和
９
年
度
以

降
の
税
率
に
つ
い
て
見
直
し
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
税
の
統
一
化

の
方
針
に
つ
い
て
は
、
今
後
も

十
分
な
情
報
提
供
に
努
め
ま
す

の
で
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ま
の

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
町
民
課
　
☎
55
‐
２
３
１
４

得
が
次
の
計
算
式
で
計
算
し
た

金
額
以
下
で
あ
る
こ
と
が
条
件

で
す
。

［
所
得
の
目
安
］
128
万
円

＋

︵
扶
養
親
族
等
の
数 ×

38
万

円
︶＋
社
会
保
険
料
控
除
等

　
学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間

は
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
と

な
り
ま
す
が
、
承
認
を
受
け
た

次
の
年
度
も
在
学
予
定
で
あ
る

場
合
は
、
４
月
初
め
に
再
申
請

の
用
紙
が
届
き
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
学
生
納
付
特
例

制
度
の
申
請
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、ご
返
送
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特

例
の
申
請
に
つ
い
て

　
学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ

り
、
令
和
５
年
度
に
保
険
料
納

付
を
猶
予
さ
れ
て
い
る
方
で
、

令
和
６
年
度
も
引
き
続
き
在
学

予
定
の
方
へ
、
３
月
末
に
基
礎

年
金
番
号
等
が
印
字
さ
れ
た
ハ

ガ
キ
形
式
の
学
生
納
付
特
例
申

請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
同

一
の
学
校
に
在
学
さ
れ
て
い
る

方
は
、
こ
の
ハ
ガ
キ
に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
返
送
い
た
だ
く

こ
と
に
よ
り
、
令
和
６
年
度
の

申
請
が
で
き
ま
す
。︵
こ
の
場

合
、
在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生

証
の
写
し
の
添
付
は
不
要
で

す
︶

　
な
お
、
令
和
６
年
度
は
学
生

納
付
特
例
制
度
を
利
用
せ
ず
、

保
険
料
の
納
付
を
ご
希
望
の
場

合
は
、
納
付
書
を
作
成
し
て
送

付
し
ま
す
。
お
手
数
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
お
近
く
の
年
金
事

務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

︻
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
高
知
西
年
金
事
務
所

☎
０
８
８-

８
７
５-

１
７
１
７

︻
場
所
︼

高
知
市
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

︵
高
知
市
旭
町
２
丁
目
21-

６
︶

︻
お
申
し
込
み
期
限
︼

　
５
月
６
日(

月)

ま
で
　
　
　

︻
お
申
し
込
み
・

　
　
　
　
お
問
い
合
わ
せ
先
︼

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人

要
約
筆
記

高
知
・
や
ま
も
も

  

☎
０
８
８-

８
７
９-

５
５
３
４

　
　
　
　
　
　︵
平
日
18
時
〜
︶

FAX
０
８
８-

８
６
３-

７
６
７
５

y
o
u
y
a
k
u
.y

@
g
m

a
il.c

o
m

　
聞
こ
え
の
不
自
由
な
方
に
、

そ
の
場
の
話
を
そ
の
場
で
文
字

に
し
て
伝
え
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
支
援
を
す
る
活
動
で
す

　
そ
の
た
め
に
講
座
で
は
、
話

の
意
図
を
正
し
く
つ
か
み
、
速

く
、
読
み
や
す
い
文
章
に
ま
と

め
る
技
術
や
、
対
人
援
助
技
術

を
学
習
し
ま
す
。

。

要
約
筆
記
と
は
？
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水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

く ろ し お 病 院く ぼ か わ 病 院

く ぼ か わ 病 院 く ろ し お 病 院

く ろ し お 病 院

く ろ し お 病 院

く ろ し お 病 院

不燃ごみ・粗大ごみ収集日 ビン・缶・ペットボトル収集日

201918

25 2726

17

24

食改・健康ウォーキングのお知らせ
　　日　　時：令和６年４月10日（水）午前9 : 00～
　　コ ー ス：猪ノ子石公園
　　集合場所：鳴川ゲートボール場
　　持 ち 物：飲み物・帽子・タオル等
　　どなたでも参加できます。一緒に歩きませんか？（雨天中止）

65

く ろ し お 病 院

3 4

く ろ し お 病 院 く ろ し お 病 院

く ろ し お 病 院

乳児健診
と　き：個別にご案内します

ところ：西庁福祉交流センター

ちっちクラブ
受　付：午前９時〜10時30分

ところ：西庁福祉交流センター

【お問い合わせ先】 津野町食生活改善推進協議会　市川　ちづる　☎090-5916-1349

131211

こども園入園式

く ぼ か わ 病 院

く ろ し お 病 院

く ぼ か わ 病 院

狂犬病予防注射（東地区）

　　　　　 （葉山地区）

狂犬病予防注射（西地区）

　　　　 （東津野地区）

狂犬病予防注射（西地区）

　　　　 （東津野地区）

津野町立図書館かわうそ館・
虎太郎館の開館時間と休館日

　開館時間　午前10時〜午後６時
　休館日　　毎週火曜日・第４金曜日・祝日
　　　　　　年末年始・特別整理期間
　　　　　　　　　（　/　〜　/　 ）

　　かわうそ館　☎５５-３００１
　　虎太郎館　　☎６２-３５５５

3 311 22

10

く ぼ か わ 病 院

く ぼ か わ 病 院

ちっちクラブ
受　付：午前９時〜10時30分
ところ：町立図書館かわうそ館

食改・健康ウォーキング
と　き：午前９時集合
ところ：鳴川ゲートボール場

健康づくり推進員研修会
　　　　　　（西地区）
と　き：午後１時30分〜３時
ところ：西庁福祉交流センター

合同相談
と　き：午前10時〜午後３時
ところ：役場本庁舎２階

すくすく広場・おひさま広場

　　　　　おひさま広場（さくらんぼ園）

　　　　　　４月のおひさま広場はありません

　

　　　　　すくすく広場（にじいろ園）

　　　　　４月のすくすく広場はありません

可燃ごみ収集日一覧

（葉山地域）

毎週 月曜・木曜‥葉山地域東部

毎週 火曜・金曜‥葉山地域西部

（東津野地域）
毎週 月曜・木曜‥東津野地域中東部

毎週 火曜・金曜‥東津野地域北西部
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４月

く ろ し お 病 院

日曜日 月曜日 火曜日

つ の カ レ ン ダ ー

く ろ し お 病 院

梼 原 病 院

1615

2322

2928

8

55-2230（総合センターで受付）

9

21

高 陵 病 院

く ろ し お 病 院く ろ し お 病 院

7

14

く ぼ か わ 病 院

と　き：午前8時30分〜正午
ところ：宮谷堆肥センター前

西地区（東津野地域）
不燃ごみ・粗大ごみ

と　き：午前8時30分〜午後5時
ところ：大谷収集場

東地区（葉山地域）
不燃ごみ・粗大ごみ

高 陵 病 院

高 陵 病 院

町内小中学校入学式

４月

（昭和の日）

農業委員会４月分

申請受付締切日

1 2

く ろ し お 病 院

　新聞、雑誌、ダンボールは、役
場本庁・西庁の無人回収場所で、
毎日無料で受け入れています。
（受け入れ時間：午前8時30分〜
午後5時まで）
※整理整頓をして置くようにして
ください。

30

高 陵 病 院

く ろ し お 病 院

く ぼ か わ 病 院 く ろ し お 病 院

健康づくり推進員研修会
　　　　　　（東地区）
午前の部：午前10時〜11時30分
午後の部：午後１時30分〜３時
と こ ろ ：総合保健福祉センター

西地区
ビン・缶・ペットボトル

東地区
ビン・缶・ペットボトル

狂犬病予防注射（東地区）

　　　　　 （葉山地区）

四万十川一斉清掃
と　き：午前８時〜10時
ところ：四万十川流域
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東
倉
川
　
竹
　
村
　
一
　
恵

久
保
川
　
坂
　
本
　
千
　
栄

二
ツ
家
　
森
　
田
　
美
智
子

兵
庫
県
（
永
野
出
身
）
　
大
　
槻
　
文
　
恵

子
ら
の
声
無
き
校
庭
や
さ
く
ら
咲
く
　
　
　

「
ら
ん
ま
ん
」の
ロ
ケ
地
を
訪
え
ば
花
溢
る

追
い
つ
い
た
勝
登
呂
川
の
み
な
も
と
で
貰
い
拾
い
の
旨
味
に
感
謝

足
元
の
湯
タ
ン
ポ
ホ
コ
ホ
コ
暖
か
く
あ
な
た
の
心
の
如
く
寄
り
添
う

訓子府町
くんねっぷ

訓子府町
くんねっぷ

（北海道訓子府町）

姉妹町からのお便り姉妹町からのお便り

　
町
民
を
中
心
に
活
動
す
る
劇
団

﹁
訓
子
府
座
﹂
が
発
足
10
周
年
を
迎

え
、
記
念
公
演
の
﹁
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ

リ
エ
ッ
ト
﹂
が
２
月
24
日
に
町
公
民

館
で
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

　
演
目
は
﹁
節
目
の
年
に
王
道
の
大

作
を
﹂
と
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
名

作
﹁
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
﹂
に

挑
戦
。
団
員
の
ほ
か
町
内
の
オ
ニ
オ

ン
吹
奏
楽
団
な
ど
総
勢
60
人
が
出

演
し
ま
し
た
。

　
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
を
演
じ
た
座
長

の
林
亜
佐
子
さ
ん
は
終
演
後
の
舞

台
あ
い
さ
つ
で
﹁
多
く
の
皆
さ
ん
に

支
え
ら
れ
、
10
周
年
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
細
く

長
く
愛
さ
れ
る
町
の
劇
団
と
し
て
、

が
ん
ば
り
た
い
で
す
﹂
と
話
し
ま
し

た
。

　
来
場
者
の
一
人
は
、﹁
舞
台
に
引

き
込
ま
れ
、
目
が
離
せ
ま
せ
ん
で
し

た
。
吹
奏
楽
団
の
生
演
奏
も
、
と
て

も
良
か
っ
た
で
す
﹂
と
感
激
し
て
い

ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
町
内
外
か
ら
約
160
人

が
訪
れ
、
出
演
者
の
熱
演
に
温
か
い

拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

劇団「訓子府座」10周年記念公演

と

あ
る
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こ
ど
も
園
だ
よ
り

認
定
こ
ど
も
園

さ
く
ら
ん
ぼ
園

﹁
早
く
一
年
生
に

　
　
　
　
な
り
た
い
な
〜
♪
﹂

　
年
長
児
ク
ラ
ス
で
は
、
一
年

間
を
通
し
て
小
学
生
と
一
緒
に

さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
入
学
前
か
ら
小
学
生
や
小
学

校
生
活
に
触
れ
て
関
わ
り
親
し

み
を
も
つ
こ
と
で
、
小
学
生
に

憧
れ
の
気
持
ち
を
も
っ
た
り
、

入
学
を
待
ち
遠
し
く
感
じ
た
り

し
て
、
学
校
生
活
を
楽
し
み
に

す
る
子
ど
も
の
姿
が
た
く
さ
ん

見
ら
れ
ま
す
。

　
２
月
６
日
に
行
わ
れ
た
﹃
一

日
体
験
入
学
﹄で
は
、
教
室
の
椅

子
に
座
っ
て
一
年
生
と
一
緒
に

話
を
聞
い
た
り
、
学
校
の
中
の

さ
ま
ざ
ま
な
場
所
を
案
内
し
て

も
ら
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　
一
年
生
が
、
体
育
館
や
図
書

室
、
音
楽
室
や
ト
イ
レ
な
ど
順

番
に
案
内
を
し
て
く
れ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
場
所
で
一
年
生
が
考

え
た
ク
イ
ズ
も
楽
し
み
ま
し

た
。
音
楽
室
で
は
ド
ラ
ム
や
木

琴
、
大
太
鼓
な
ど
に
触
れ
る
機

会
も
あ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
は

興
味
津
々
で
い
ろ
い
ろ
な
楽
器

に
触
れ
て
い
ま
し
た
。

　
体
育
館
へ
移
動
す
る
頃
に
休

み
時
間
に
な
り
、
年
長
児
が
学

校
へ
来
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て

い
た
５
年
生
が
来
て
く
れ
て
、

抱
っ
こ
し
て
も
ら
っ
た
り
、
遊

ん
で
も
ら
っ
た
り
し
て
か
わ
い

が
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
は
一
年
生
と
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
や
バ
ナ
ナ
鬼
を
し
て
、

た
く
さ
ん
触
れ
合
い
楽
し
み
ま

し
た
。

　
振
り
返
り
タ
イ
ム
で
は
﹁
一

年
生
と
学
校
を
探
検
し
て
楽
し

▲図書室にはたくさん本があったよ♪

▶
諏
訪
神
社
の
枝
垂
れ
桜

▶
願
成
寺
の
枝
垂
れ
桜

▲少し緊張したようすで

　先生のお話を聞いています

か
っ
た
。
掃
除
の
こ
と
を
知
っ

て
び
っ
く
り
し
た
﹂﹁
一
年
生
が

や
さ
し
く
教
え
て
く
れ
て
う
れ

し
か
っ
た
。
ま
た
い
っ
し
ょ
に

遊
び
た
い
な
﹂な
ど
と
、
笑
顔
い

っ
ぱ
い
の
表
情
で
感
想
を
伝
え

て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
、

と
て
も
微
笑
ま
し
く
感
じ
ま
し

た
。

　
一
年
生
に
な
る
期
待
が
さ
ら

に
膨
ら
ん
だ
子
ど
も
た
ち
。
４

月
か
ら
ピ
カ
ピ
カ
の
ラ
ン
ド
セ

ル
を
背
負
っ
て
学
校
へ
行
き
ま

す
。
小
学
校
へ
行
っ
て
も
幼
小

連
携
は
続
き
ま
す
の
で
、
地
域

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
子
ど
も
た

ち
の
成
長
を
見
守
り
続
け
た
い

と
思
い
ま
す
。

春
を
告
げ
る
銘
木

津
野
町
の
文
化
財
シ
リ
ー
ズ
㉕

　
津
野
町
芳
生
野
に
西
光
山
願

成
寺
と
呼
ば
れ
る
お
寺
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
創
建
は
古
く
室

町
時
代
後
期
に
在
地
領
主
の
長

山
信
濃
守
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ

た
と
伝
わ
り
ま
す
。
江
戸
時
代

に
な
る
と
津
野
山
六
ヶ
寺
の
一

つ
と
し
て
栄
え
、
時
に
は
中
国

か
ら
住
職
を
招
い
た
と
も
伝
わ

る
立
派
な
寺
院
で
し
た
。
残
念

な
が
ら
願
成
寺
は
無
住
と
な
り

廃
寺
、
御
本
尊
な
ど
は
地
域
を

見
守
っ
て
い
た
山
腹
の
寺
院
か

ら
諏
訪
神
社
の
横
へ
と
移
さ
れ

ま
し
た
。

　
願
成
寺
の
あ
っ
た
場
所
に
は

往
時
を
し
の
ぶ
よ
う
に
大
き
な

枝
垂
れ
桜
が
残
さ
れ
て
い
ま
す

さ
ら
に
諏
訪
神
社
で
も
見
事
な

枝
垂
れ
桜
を
見
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。
と
も
に
高
知
県
森
林
局

の
﹁
土
佐
の
名
木
・
古
木
﹂
に
選

ば
れ
、
樹
齢
300
年
と
記
載
さ
れ

て
い
る
大
木
で
す
。

　
枝
垂
れ
桜
と
は
枝
が
垂
れ
て

い
る
桜
の
総
称
で
、
そ
の
種
類

は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
枝
が
垂
れ

る
の
は
突
然
変
異
だ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の

寿
命
が
70
〜
80
年
と
言
わ
れ
る

の
に
対
し
何
百
年
も
花
を
咲
か

せ
ま
す
。
そ
の
圧
倒
的
な
美
し

さ
か
ら
﹁
魔
性
が
潜
む
﹂
と
も
言

わ
れ
、
古
く
か
ら
小
説
や
芝
居

の
題
材
と
も
な
っ
て
き
ま
し
た

　
芳
生
野
に
残
さ
れ
た
二
つ
の

枝
垂
れ
桜
は
、
例
年
だ
と
４
月

初
め
か
ら
中
旬
頃
が
見
ご
ろ

で
、
細
く
垂
れ
下
が
っ
た
枝
に

上
品
な
花
を
つ
け
、
津
野
町
に

春
の
訪
れ
を
告
げ
て
く
れ
ま
す

︵
津
野
町
教
育
委
員
会

　
郷
土
資
料
館
学
芸
員
　

　
　
　
　
　
　 

田
中
　
勝
幸
︶

。。

。

※

学
年
は
３
月
現
在
の
も
の
で
す
。
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はじめてのおたんじょうび

　いつもにこにこ笑顔の
末っ子です。3人のお姉
ちゃんたちに負けず、こ
れからも元気に大きくな
ってね。

（新田）
戸田　眞弥くん

保護者　知憲

ま や

令和５年４月25日生まれ

　はじめまして！たべる
のだいすき♡くいしん坊
のわくです　はやくおに
いちゃんとおねえちゃん
においつきたくて、あんよ
の練習中♪よろしくね★

（大野）
濵岡　和空くん

保護者　正和

わ く

令和５年４月24日生まれ

みんなの作品　今月号では葉山小学校の児童の作品をご紹介します。

葉山小 １年 片岡　南瑠
な　る

葉山小 １年 西森　結之丞
ゆ い の す け

令和６年４月１日
編集　津野町広報編集委員会
〒785-0201
高知県高岡郡津野町永野471-1
TEL 0889−55−2311
印刷　（有）笹岡印刷所

津野町の人口
（令和６年 ２月末日現在）

総人口　5,314人(±0）
　男　　2,514人(‒1）
　女　　2,800人(＋1）
世帯数　2,599世帯(＋3）

カッコ内は前月対比

　
　
　
編
集
後
記

　
精
華
小
学
校
の
閉
校
は
さ

み
し
い
で
す
が
、
葉
山
小
学

校
で
は
21
名
、
中
央
小
学
校

で
は
11
名
が
新
１
年
生
と
な

り
ま
し
た
。ご
入
学
、お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。か
わ
い

い
写
真
を
見
る
と
笑
み
が
こ

ぼ
れ
ま
す
ね
。

　
さ
て
、
４
月
と
い
え
ば
桜

の
季
節
。文
化
財
シ
リ
ー
ズ

の
記
事
に
も
、
町
内
の
み
ご

と
な
枝
垂
れ
桜
が
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。み
な
さ
ま
も
ぜ

ひ
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ

い
。

　
　
　
　
　
（
広
報
事
務
局
）

　初めまして、かんなで
す！ 3 人兄妹の末っ子で
毎日お兄ちゃんたちの邪
魔したり遊んでもらった
り♡愛嬌たっぷりはちき
ん娘。みんなよろしくね ^ ^

（宮谷）
村田　かんなちゃん

保護者　翔

令和５年４月16日生まれ

葉山小 2年 泉野　湧乃佑
ゆ う の す け

葉山小 2年 鍋島　圭登
けいと

葉山小 2年 大﨑　侑愛
ゆ　あ

葉山小 2年 大野　陽菜
ひ　な

※学年は３月現在の学年です。
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